








要約:IgA腎炎において安定化フィブリン(XFb)に対するmonoclona1抗体を用いて糸球体内

凝固を直接的に証明した。本症の約半数において XFb の糸球体上への沈着が認められ,それ

はメサンギウム増殖の強さと相関した。また,XFb の沈着は線溶系因子である tissue-plasm 

inogen activator や plasminogen activator inhibitor の表出とも相関した。 


